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ライフステージによる生活リズムの変化   子育て家族の住まい方調査（１） 
  
  

生活時間 育児期 ライフステージ 

家事協力   

 
１．調査の目的 
生活時間に関しては過去多くの調査研究があるが、深

夜営業が一般化した近年の子育て期の家族の住生活に関

するものは少ない。本研究は平日における家族の帰宅→

夕食→就寝の生活リズムの実態を把握し、そのライフス

テージによる変化を考察することで長期に渡り住み続け

られる住まいの設計に活かすことを目的とする。 
 

２．調査の対象 
ハウスメーカーＡ社の建設した注文住宅の居住者を対

象にメールを送付し、アンケートサイト画面で回答を依

頼した。本報ではライフステージによる生活時間の変化

を明らかにするため、全回答者 924 名のうち、夫の就業

形態（フルタイム勤務・リタイア）と年代、同居の子の

有無および学齢（幼児期・学齢期・独立期）に着目し、

表１に示す世帯を抽出した。これらの世帯はいずれも専

業主婦世帯（パート含む）、かつ、親同居がない世帯であ

る。以降では、幼児期、学齢期の子どもを持つ子育て期

の家族を中心に、子の成長と夫の就業形態の変化による

影響について検証する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

３．家族の帰宅時間 

夫の帰宅時間は、子が幼児期に最も遅くなり、21 時以

降に帰宅することがある割合が５割を超えるが、子が成

長するにつれ早くなる傾向にある(図１)。 

子の帰宅時間は、幼児期と学齢期で大きな差があり、

幼児期では大半が 18 時より前に帰宅しているが、学齢期

では 21 時以降の帰宅が多くなる(図２)。学齢期の子がい

る世帯の 87％が塾通いや習い事をしていると回答してお

り、その影響と考えられる。そのため、学齢期の子のい

る世帯の約半数は定期的に家族の送迎を行っており、他

の世帯に比べ高い割合になっている(図３)。 

 

４．夕食時間 

夕食時間について見ると、幼児期の子がいる世帯では

19 時前にとる割合が８割近くになっており、幼児期に夕

食が早まることがわかる。その一方で、上述したように

幼児期の夫の帰宅時間は遅いため、夕食は分散して取ら

れる傾向にあり、８割を超えている(図４)。 

学齢期、独立期と子が成長するにつれ、夕食が 19 時前、

21 時以降の割合は共に下がっていくが、夕食を分散して

取る割合はそれほど変化がない。これは子の帰宅時間が

遅くなり、子が別に夕食を取るためと考えられる。 
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表１：調査対象の概要 

図１：夫の帰宅時間 

図２：子の帰宅時間分布（複数回答） 

図３：家族の送迎頻度 

※ 帰宅時間は午後 12 時以降を 3 時間毎に区分した選択肢から、帰宅すること

のある時間帯を複数回答で尋ねたものであり、その選択パターンから必ず

18 時前帰宅、必ず 21 時前帰宅、21 時以降帰宅ありの３つに分類した。 

リタイア（＝無職）

専業主婦・パート

妻の

就業形態

同居子なし

大学社会人等

大学社会人

等

小学生－高校生

未就学幼児

同居子なし

学齢の詳細

115夫婦のみ

50独立期リタイア

（＝無職）

67独立期50才～

81学齢期

120幼児期

27夫婦のみ～49才

フルタイム

Ｎ末子の学齢夫の年代
夫の

就業形態

リタイア（＝無職）

専業主婦・パート

妻の

就業形態

同居子なし

大学社会人等

大学社会人

等

小学生－高校生

未就学幼児

同居子なし

学齢の詳細

115夫婦のみ

50独立期リタイア

（＝無職）

67独立期50才～

81学齢期

120幼児期

27夫婦のみ～49才

フルタイム

Ｎ末子の学齢夫の年代
夫の

就業形態

調査方法：戸建て注文住宅居住者に対する Web アンケート 

調査時期：2008 年 3 月 

調査エリア：関東～東海～関西～山陽～北九州の各都府県 

7%

9%

4%

2%
3%

25%

3%

8%

4%

6%

17%

12%

9%

11%

6%

70%

48%

78%

78%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専業主婦世帯(夫婦のみ)(n=27)

(幼児期)(n=120)

(学齢期)(n=81)

(独立期)(n=67)

 ほぼ毎日 週3回程度 週1回程度 月1～3回程度 送迎はしない

83%

2% 2% 0%0%

12%

24%

10%
18%

39% 35%

25%
31%

1%
0

20

40

60

80

100

18時より前 18～19時 19～20時 20～21時 21～22時 22～23時 23時以降

%

幼児期(n=66) 学齢期(n=72)

10%

5%

3%

4%

40%

44%

73%

48%

16%

49%

51%

44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専業夫婦世帯（夫婦のみ）(n=27)

 （幼児期）(n=120)

（学齢期）  (n=81)

　 （独立期）  (n=67)

必ず18時前帰宅 必ず21時前帰宅 21時以降に帰宅あり

―1―

5622 日本建築学会大会学術講演梗概集 
（東北） 2009年 8 月



* 1 ㈱環境計画研究所 
* 2 LLP 人間環境デザイン研究所 
* 3 旭化成ホームズ 共働き家族研究所 

* 1 Environmental Planning Laboratory inc. 
* 2 LLP Human Environment Design Laboratory 
* 3 Asahikasei Homes Co. DEWKS Laboratory 

 

リタイア世帯では、19 時前に夕食をとる人の割合が一

転して高くなる。特に、子のいない世帯では 7 割近くが

19 時前で、21 時以降の夕食は大幅に減り、ほとんどの世

帯が夕食を家族（夫婦）一緒にとっている。 
 

５．夕食分散時の LDK での住生活 

上述したように、子育て期には夕食を分散してとる割合

が高いが、夕食が分散した場合でも、「ほとんどいる」

「時々いる」を合わせ８割以上の家族が LDK に一緒に居 

る（図５）。具体的な LDK での行為を尋ねると、TV や読書

といった団らんに関するもの以外にも、家事や書き物、

仕事など多様な行為が、子どもの年代に関わらず行われ

ている。中でも学齢期では半数近くが LDK で子が勉強や

宿題をしていることが特徴的であり（図６）、自由回答の

例に見るように、LDK では家族のそれぞれが多様な行為を

行いながら一緒に過ごしている実態が示された。 

 
６．夫婦の就寝時間 

妻の就寝時間は、幼児期の子がいる場合に際立って早

くなり、23 時までに就寝する割合が６割近くになる。一

方、幼児期には夫の就寝時間もやや早くなる傾向にある

が、妻ほどの変化はなく、そのため、幼児期の子がいる

世帯では妻の方が早く寝る割合が高く、5 割近くになって

いる（図７）。 

夫、妻とも年齢が上がるにつれ、早く就寝する傾向が

強まり、リタイア世帯の夫は半数以上が 23 時までに就寝

しており、夫の方が早く就寝する割合が高くなる。 

 
７．まとめ 
1)幼児期には、夫婦のみの世帯と比べ、子に生活リズム

を合わせて夕食時間、就寝時間が早まる。夫の帰宅は逆

に遅くなるため、夕食、就寝時間は分散する。 

2)学齢期には、子の帰宅時間が遅くなり夕食の分散傾向

は変わらない。しかし夕食が分散した場合でも、家族は

それぞれに多様な行為をしながら一緒に LDK で過ごして

いる。 

3)独立期では、夫の帰宅、就寝は早まり、21 時以降の夕

食も減少するが、夕食の分散傾向は続き、子との生活リ

ズムのずれと考えられる。 

4)リタイア期では、夕食、就寝といった生活時間全体が

早まるが、子がいる場合は独立期と同様に夕食の分散傾

向が続く。夫婦のみになると夕食はほとんど一緒になる

が就寝時間が一緒なのは６割に留まる。 

以上、本報では、ライフステージによって生活時間が

変化している実態を明らかにすることができた。 
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図６：21 時以降 LDK の過ごし方 

図５：夕食分散時に LDK に家族が居るか（専業主婦世帯） 

図７：就寝時間の分散 

＜自由回答の例＞ 

●子供達と一緒におもちゃの片付け

など等寝る準備、洗濯、調理後片づ

けなどをしながら、食事をしている

人と会話をしている。（幼児期の子

どもをもつ 30 代女性） 

 

●子どもたちは、テレビを見ている

か、ゲームをやっていることが多

い。学校の宿題や補助学習をしてい

ることもある。まだ小学生なので、

自分の部屋に学習机があるのだが、

勉強のほとんどをダイニングテーブ

ルやリビングの床で済ませている。

母はテレビを見たり、読書をしてい

ることが多い。（学齢期の子どもを

もつ 40 代女性） 

※夕食時間は 19 時前、19～21 時、21～23 時、23 時以降の４つの選択肢か
ら、主に夕食をとる時間帯を複数回答で尋ねたものであり、その選択パ
ターンから、19 時より前に取る人あり、21 時以降にとる人ありに分類
した。 

※夕食の形態は、その他の回答を除いて集計 

図４：夕食の分散状態 

※就寝時間は 21 時以降１時間毎の６つの選択肢から、就寝することが多
い時間帯を１つ回答させた。夫婦の回答を比較し、就寝時間のずれ
（夫が早い、同じ、妻が早い）を判定した。 

60%

59%

96%

36% 48%

35%

24% 13%

6%

13% 3%

3%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専業主婦世帯（夫婦のみ）(n=27)

（幼児期）(n=120)

（学齢期）  (n=81)

（独立期）  (n=67)

ほとんどいる 時々いる ほとんどいない（個室にいるなど） その他

98%

20%

17%

20%

17%

70%

82%

74%

71%

76%
1%
4%

12%

6%

30%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専業主婦世帯(夫婦のみ)(n=27)

(幼児期)(n=120)

(学齢期)  (n=81)

(独立期)  (n=66)

リタイア世帯（夫婦+子）  (n=49)

（夫婦のみ）(n=113)

家族全員一緒 一緒にとる家族と
別にとる家族がいる

全員バラバラ

  　19時より前にとる人あり             21時以降にとる人あり

 　  妻が23時までに就寝 　夫が23時までに就寝

26%

24%

33%

10%

9%

11%

61%

58%

49%

78%

43%

56%

13%

18%

32%

48%

11%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専業主婦世帯（夫婦のみ）(n=27)

（幼児期）(n=120)

（学齢期）  (n=81)

（独立期）  (n=67)

リタイア世帯（夫婦＋子）(n=50)

（夫婦のみ）(n=115)

夫早い 同じ 妻早い

―2―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




